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( 5 Jj 1日現在)

117， 356人
(+ 306) 

57， 316人
(十 205)

60， 040人山

(+ 101) 

37， 213人
(+ 416) 

あ
な
た
の
た
め
で
す
安
全
運
転
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
4
ペ
ー
ジ

主な内容

市民の動き

f建
康
メ
モ

5 
戸〈ミ

シ/

カ
メ
フ
レ
ポ

8 

9 
fて

シ/

お
矢口
り

せ

10 

12 
Jミ

シ/

総人 口

男

女

世帯数

環
境
保
護
月
間
特
集
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
特
集
Ir--}4
ペ
ー
ジ

)内は前月 比です。

「かばんの藤」の名目ijで知られる信濃国分寺史跡公閣の藤が、今年も 5月

中旬から下旬にかけて咲きま した。藤だなには、 1 ~~ほどもある紫色の花房

が甘い香 りを漂わせ、訪れた家族連れや観光客を楽 しませま した。
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五
月
十
二
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

聞
か
れ
、
正
副
議
長
選
挙
、
監
査
委
員

の
選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
松
野
量
平
さ
ん
、

副
議
長
に
堀
内
伝
さ
ん
、
監
査
委

員
に
石
井
重
義
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。
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議長に松野さん

副議長に堀内さん選出

に
対
し
、
公
正
な
ご
判
断
、
ご
批
判

を
く
だ
さ
れ
、
市
民
の
負
託
に
こ
た

え
、
そ
の
重
責
を
果
た
さ
れ
る
こ
と

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
で
は
、

を
惟
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
本
年
は
、
第
二
次
上
田
市
長
期
基

み
ご
と
ご
当
選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
本
構
想
策
定
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

対
し
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
今
ま
で
、
市
議
会
議
員
は
じ
め
、
市

す
。
豊
か
な
人
格
と
市
民
の
代
表

と

民

の

皆

様

の

ご
協
力
、

ご
理
解
に
よ

し
て
の
識
見
を
も
っ
て
、
今
後
市
政
り
、
計
画
行
政
の
実
現
と
効
半
的
な
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別

市
長
あ
い
さ
つ
(
要
旨
)

議長

松野量平さん

会
社
役
員
、
市
議
六
期

歳
、
上
一房
山

、-

'
k

、

ノ
」
l
fノ

就
任
あ

さ

こ
の
た
び
統

一
地
方
選
挙
後
初
の

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
上
田
市
議
会

の
ご
推
腐
を
い
た
だ
き
、
議
長
に
就

任
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
在
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

深
く
痛
感
し
て
む
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

も
と
よ
り
歪
ら
ぬ
者
で
ご
ざ
い
ま

副議長

堀内伝さん

農
業
、
市
議
四
期
、
五
十
八
歳

一口
旧

日
口

4
AU
Eト
ト

ザ〉
上
田
市
議
会
議
長

松
野
量
平

す
が
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
理
事
者

な
ら
び
に
市
民
の
背
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
よ
り
、
市
政
の
発
展
と
円

滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
新
身
の
努

力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
面
す
る
上
田
市
政
は
円
高
不
況

な
ど
の
中、

か
つ
て
な
い
厳
し
い
環

境
に
直
面
し
、
多
く
の
重
要
課
題
が

山
積
み
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解

に員をし行
お各し た 政
協[f立て。の
いのま今 推
申 ご い 後 進
し指るもに
上導覚、努
げ、悟い力
まごで っ し
す 鞭正すそて
。健三のう ま

をで、のい
き 、努り

ら議 力ま

常
任
、
特
別
委
員
会監査委員

石井重義さん

会
社
役
員
、
市
議
四
期
、
六
十

歳
、
半
過

決
す
る
に
は
、
な
お
い

っ
そ
う
の
努

力
が
必
要
で
あ
り
、
市
議
会
の
役
割

も
い
よ
い
よ
重
大
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

当
市
議
会
は
、
今
川
か
ら
議
員
定

数
が
阿
人
減
員
と
な
り
ま
し
て
、

J

一

卜
二
人
の
議
員
に
よ
り
、
十

一
万
市

民
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
最
蒋

の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
市
民
の
背

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

似
い
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
委
員
の
構
成
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

(敬
称
略
)

O
は
委
員
長
、
O
は
副
委
員
長

-
常
任
委
員
会
委
員

任
期
一一
年

マ
総
務
文
教
委
員
会

。
今
井
正
昭
、
O
小
泉
連
夫
、

川

上

清

、

松

崎
喜

一
、
厳
原
信
-
、

矢
島
昭
八
、

高
遠
和
枚
、
吋
袋
悦
男

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
ぶ
野
光
川
町
、
O
瀬
ド

川
、
本

出
忠
半
、
斉
藤
吉
栄
、
池
上
.
じ

竹
内
義
憲
、
成
沢
捨
也
、

中
村

寛

マ
厚
生
委
員
会

。
竹
田
忠

一
、
O
長
谷
川
忠
男
、

松
肝
比
平
、
寺
島
昭
夫
、
小
池
重
徳
、

輩

沢

達

、

上

原

憲

、

似

内

伝

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
桜
井
啓
喜
、

0
甲
固
定
男
、
土

屋
勝
利
、
腰
原
徳

一
、
加
牒

一
半、

林
允
、
石
井
重
義
、
小
山
正
俊

-
特
別
委
員
会
委
員

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
-
一年
。

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

。
林
允
、

O
松
崎
喜

一
、
松
野

山旦
平
、
水
出
忠
幸
、
藤
原
信

一
、
寺

島
昭
夫
、

小
泉
連
夫
、
斉
藤
吉
栄
、

甲
固
定
男
、
堀
内
伝

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
川
上
消
、

O
高
速
和
秋
、
松
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野
量
平
、
土
屋
勝
利
、
藤
原
信
一
、

寺
島
昭
夫
、
桜
井
啓
喜
、
腰
原
徳
一
、

甲
固
定
男
、
茅
野
光
昭
、
長
谷
川
忠

男
、
母
袋
悦
男
、
堀
内
伝

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

。
加
藤
一
幸
、

O
長
谷
川
忠
男
、

松
野
量
平
、
桜
井
啓
喜
、
瀬
下
司
、

竹
田
忠
一
、
葦
沢
達
、
成
沢
捨
也
、

今
井
正
昭
、
堀
内
伝

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
土
屋
勝
利
、

O
茅
野
光
昭
、
松

野
量
平
、
矢
島
昭
八
、
腰
原
徳

一
、

石
井
重
義
、
竹
内
義
憲
、
母
袋
悦
男
、

堀
内
伝
、
小
山
正
俊

Tごえ一 (3)一一一昭和62年6月1日 広報う

議
会
運
営
委
員

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
、
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

O
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
。

O
腰
原
徳
一
、

O
川
上
清
、
寺

島
昭
夫
、
小
泉
連
夫
、
甲
固
定
男
、

長
谷
川
忠
男
、
母
袋
悦
男
、
小
山
正

俊

各
種
議
員
お
よ
び
委
員

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
。

(
敬
称
略
)

マ
農
業
委
員
会
委
員

矢
島
昭
八
、
茅
野
光
昭
、
上
原

憲
、
小
山
正
俊

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

川
上
清
、
松
崎
喜
一
、
松
野
量

平
、
加
藤

一
幸
、
池
上

一
巳
、
林

允
、
葦
沢
達
、
母
袋
悦
男
、
上
原

憲
、
堀
内
伝
、
中
村
寛

マ
上
田
地
域
保
健
環
境
施
設
組
合
議

会
議
員

土
屋
勝
利
藤
原
信

一
、
寺
島
昭

夫
、
矢
島
昭
八
、
高
遠
和
秋
、
小
泉

連
夫
、
桜
井
啓
喜
、
腰
原
徳

一
、
瀬

下
司
、
甲
固
定
男
、
茅
野
光
昭
、

竹
田
忠

一
、
池
上

一
巳
、
長
谷
川
忠

男
、
葦
沢
達
、
竹
内
義
憲
、
成
沢

捨
也
、
今
井
正
昭
、
堀
内
伝
、
小

山
正
俊

マ
真
田
町
外
一
市
一
町
共
有
財
産
組

合
議
会
議
員

川
上
清
、
桜
井
啓
喜
、
池
上

一

巳
、
母
袋
悦
男
、
堀
内
伝
、
中
村

寛マ
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産

組
合
議
会
議
員

松
野
量
平
、
水
出
忠
幸
、
小
泉
連

夫
、
斉
藤
吉
栄
、
長
谷
川
忠
男
、
石

井
重
義
、
竹
内
義
憲
、
今
井
正
昭
、

小
山
正
俊

マ
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議

ロ貝

藤
原
信

一
、
寺
島
昭
夫
、
斉
藤
吉

栄
、
甲
固
定
男

マ
防
災
会
議
委
員

松
野
量
平
、
土
屋
勝
利
、
高
遠
和

秋
、
竹
田
忠
一
、
成
沢
捨
也
、
堀
内

伝マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
運
営
委

員
会
委
員

松
崎
喜
一
、
甲
田
定
男

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員

矢
島
昭
八
、
小
池
重
徳
、
林
允

マ
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

川
上
清
、
小
池
重
徳
、
腰
原
徳

一
、
葦
沢
達
、
竹
内
義
憲

マ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

川

上

清

、

堀

内

伝

マ
国
立
東
信
病
院
整
備
促
進
委
員
会

委
員松

崎
喜

一
、
松
野
量
平
、
竹
田
忠

一
、
林
允
、
上
原
憲
、
中
村
寛

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員

松
野
量
平
、
水
出
忠
幸
、
高
遠
和

秋
、
加
藤

一
幸

マ
安
全
会
議
委
員

松
野
量
平
、
瀬
下
司
、
石
井
重

義マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員

小
泉
連
夫
、
林
允

マ
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員

松
野
量
平
、
小
山
正
俊

マ
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審

議
会
委
員

竹
田
忠

一
、

葦

沢

達

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

松
崎
喜

一
、
水
出
忠
幸
、
高
遠
和

秋
、
甲
固
定
男
、
竹
田
忠
一
、

伝マ
部
落
解
放
審
議
会
委
員
、
解
放
会

館
運
営
審
議
会
委
員

藤
原
信
一
、
小
池
重
徳

マ
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
委
員

藤
原
信

一
、
寺
島
昭
夫

マ
産
院
運
営
審
議
会
委
員

松
野
量
平
、
腰
原
徳

一
、
長
谷
川

忠
男
、
母
袋
悦
男

マ
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員水

出
忠
幸
、
斉
藤
吉
栄
、
池
上

一

巳マ
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
会
委
員

高
遠
和
秋
、
甲
固
定
男
、
成
沢
捨

也マ
労
働
福
祉
施
設
運
営
審
議
会
委
員

加
藤

一
幸
、
池
上

一
巳
、
長
谷
川

忠
男

マ
農
業
振
興
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員水

出
忠
幸
、
竹
内
義
憲
、
成
沢
捨

也

、

中

村

寛

マ
林
道
蝶
ケ
原
線
管
理
委
員
会
委
員

瀬
下
司
、
加
藤

一
幸

マ
農
政
推
進
協
議
会
委
員

土
屋
勝
利
、
茅
野
光
昭

マ
林
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
委
員

斉
藤
吉
栄
、
石
井
重
義

マ
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
委
員

土
屋
勝
利
、
斉
藤
吉
栄

堀
内

マ
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
推
進

協
議
会
委
員

川
上
清
、
土
屋
勝
利
、
矢
島
昭

八
、
瀬
下
司
、
茅
野
光
昭
、
長
谷

川
忠
男
、

葦
沢

達

、

中

村

寛

マ
交
通
運
輸
対
策
会
議
委
員

寺
島
昭
夫
、
小
泉
連
夫
、
石
井
重

義

、

中

村

寛

マ
土
地
開
発
公
社
理
事

腰
原
徳

一
、
成
沢
捨
也
、
母
袋
悦

男
、
上
原

憲

マ
産
業
開
発
公
社
社
員

松
野
量
平
、
桜
井
啓
喜
、
茅
野
光

昭
、
竹
田
忠

一
、
今
井
正
昭
、
堀
内

伝マ
建
築
審
査
会
委
員

桜
井
啓
喜

マ
消
防
委
員
会
委
員

松
崎
喜

一
、
小
池
重
徳
、
瀬
下

司
、
加
藤

一
幸

マ
社
会
教
育
委
員

川

上

清

マ
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員

今
井
正
昭

マ
図
書
館
協
議
会
委
員

藤
原
信

一

マ
博
物
館
協
議
会
委
員
、
信
濃
国
分

寺
資
料
館
協
議
会
委
員

矢
島
昭
八

マ
上
小
農
業
共
済
組
合
理
事

松
野
量
平
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・・・・・V炎通事故a
iが多発r

あ
括
1: 
の
1; 
め
で
す

被
害
者
、
加
害
者
、
そ
し
て
家
族

を
も
悲
惨
な
状
態
に
陥
れ
て
し
ま
う

交
通
事
故
。
今
年
も
、
異
常
な
ペ
ー

ス
で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
事
故
の

当
時
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

え広報う

4

司
交
差
点
で
の
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一ー第 984号

安

す
で
に
死
者
六
人

今
年
に
入
っ
て
市
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
は
、
五
月
十

一
日
現
在
で

二
百
九
十
七
件
で
、
死
者
は
六
人
と

異
常
な
発
生
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す

(
上
回
警
察
署
調
べ

)。
昨
年
と
比
べ

て
も
、
件
数
、
死
者
と
も
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
死
者
は
昨
年

一

年
間
で
六
人
で
し
た
が
、
今
年
は
す

で
に
五
月
で
同
じ
記
録
と
い
う
最
悪

の
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恐
ろ
し
い
交
通
事
故

も
し
、
あ
な
た
が
交
通
事
故
の
当

時
者
だ
っ
た
ら
:
・
。
交
通
事
故
は
、

事
故
を
起
、
」
し
た
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
精
神
的
苦
痛
も
大
変
な
も
の

で
す
。
平
和
な
家
庭
を
経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
幸
を
招
か
な
い
た
め

に
も
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う。

~ 
遺書

車去

交
通
安
全
の
ポ
イ
ン
ト

マ
歩
行
者
(
幼
児
、
お
年
寄
り
)

車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
飛
び
出

し
を
し
な
い
。

マ
二
輪
車
(
自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
)

安
全
速
度
を
守
り
、

早
め
の
合
図

と
十
分
な
安
全
確
認
の
励
行
を
。

マ
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

「
ゆ
ず

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
「
だ
い

じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い
考

え
は
捨
て
、
安
全
確
認
を
も
う

一
度。

マ
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー

基
本
に
忠
実
に
、
無
謀
運
転
を
し

な
し

受通事故を起こしたら

社会的責任の自覚を

安
全
は
み
ん
な
の
力
で

上田警察署

交通課係長

最
近、

交
差
点
や
カ

l
ブ
で
の
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
上
田
市
は
、

旧
城
下
町
な
の
で
細
い
路
地
や
見
通

し
の
悪
い
道
路
が
多
い
せ

い
で
し
ょ

う
。
夜
運
転
し
て
い

て
、
通
り
過
ぎ

て
か
ら
「
あ

っ
/
交
差
点
だ

っ
た」

と
い
う
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

いつまでも続く

本人・家族の精

神的苦痛/

田中久夫さん

か
。
こ
の
よ
う
に

一
見
、
交
差
点
と

思
え
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
ね
。

特
に、

注
意
し
て
下
さ
い
。

事
故
の
大
半
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
安
全
は

自
分
か
ら
作
る
と
い
う
考
え
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
の
道

路
を
利
用
す
る
に
あ
た

っ
て
、
交
通

ル
l
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
責
任
が
あ

る
と
い
う
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
自

分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
安
全

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
「安
全
で
快
適
な
交
通
社

会
づ
く
り
」
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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食
べ
物
が
お
い
し
く
、
し
か
も
よ

く
消
化
さ
れ
て
栄
養
に
な
る
た
め
に

は
い
い
歯
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

言

葉
を
正
確
に
話
し
た
り
、
顔
か
た
ち

を
整
え
る
た
め
に
も
、
健
康
な
歯
で

あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
永
久
歯
に
生

れ
変
わ
る
の
は
五
歳
ご
ろ
か
ら
で
す

が
、
そ
の
前
の
礼
歯
が
健
康
で
な
い
と
、

永
久
歯
に
な
っ
て
も
不
健
康
な
状
態

が
つ
づ
き
ま
す
。
乳
歯
を
む
し
歯
に

し
な
い
よ
う
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

ょ、っ。

Tごえ

パト

む
し
歯
巴
な
ら
な
い
た
め
巴

広報う

歯
の
健
診
も
大
切
で
す

乳
歯
は
む
し
歯

に
な
り
や
す
い

表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
永
久
歯
に

比
べ
て
薄
く
、

一
度
む
し
歯
に
な
石

と
進
行
が
早
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め、

一
度
に
何
本
も
な
り
や
す
い
の

で
す
。
「
乳
歯
は
生
え
変
わ
る
の
だ

か
ら
、
む
し
歯
に
な
っ
て
も
い
い
」

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。
乳
歯

の
下
に
は
す
で
に
永
久
歯
が
準
備
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
乳
歯
が

む
し
歯
の
場
合
、
生
え
変
わ
り
た
永

久
歯
が
す
で
に
む
し
歯
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

永
久
歯
も
む
し
歯

に
な
り
や
す
い

乳
歯
の
む
し
歯
を
ぬ
い
て
お
い
た

り
、
や
わ
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
て

あ
ご
の
発
育
が
悪
い
と
、
永
久
歯
が

出
て
き
て
も
向
き
が
悪
か
っ
た
り
、

生
え
る
場
所
が
せ
ま
く
な
り
、
歯
な

ら
び
が
悪
く
な
り
ま
す
。
歯
な
ら
び

が
悪
い
と
歯
み
が
き
も
し
に
く
く
な

り
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

食
べ
た
ら
み
が
く

む
し
歯
ぐ
ら
い
と
思
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
大
切
な
成
長
期
に
食
べ
物
が

か
め
な
い
と
、
か
た
い
も
の
を
食
べ
る

の
が
面
倒
に
な
り
、
あ
ご
の
骨
の
発

達
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
永

久
歯
の
歯
な
ら
ぴ
が
悪
く
な
り
、
む

し
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
む
し
歯
が
す
す
ん
で
根
の
部

分
ま
で
む
し
歯
に
な
る
と
歯
根
や
歯

肉
に
う
み
が
た
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

病
気
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

歯
ご
た
え
の
あ
る
食
べ
物
を
と
る
こ

と
と
、
食
後
の
歯
み
が
き
が
大
切
で

す。む
し
歯
に
な
り
に
く
い

環
境
づ
く
り
を

マ
食
事
や
お
や
つ
の
時
聞
を
決
め
ま

し
ょ
‘
ヮ

歯の衛生週間

子
ど
も
は
食
べ
物
の
種
類
や
、

量
、

時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
制
限
し
て
与
え
る
こ
と

が
最
大
の
予
防
で
す
。

マ
甘
す
ぎ
る
も
の
、
ね
ば
ね
ば
し
て

い
る
も
の
は
小
量
に
し
ま
し
ょ
う

甘
い
飲
み
物
の
ほ
か
、
あ
め
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
ガ
ム
な
ど
歯
に
こ
び

り
つ
き
や
す
い
も
の
は
な
る
べ
く
控

え
ま
し
ょ
う
。
甘
味
の
強
い
刺
激
に

な
れ
て
し
ま
う
と
ご
飯
を
は
じ
め
と

す
る
食
品
の
微
妙
な
持
ち
味
を
お
い

し
い
と
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
お
や
つ
は
な
る
べ
く
自
然
の
味

を
生
か
し
た
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

マ
関
心
を
お
菓
子
以
外
に
む
け
る

子
も
ち
ぶ
さ
た
で
お
菓
子
が
欲
し

く
な
る
子
も
い
ま
す
。

屋
外
な
ど
の

遊
び
を
ふ
や
し
、
関
心
を
お
菓
子
以

外
の
も
の
に
む
け
ま
し
ょ
う
。
お
や

つ
を
機
嫌
と
り
の
交
換
条
件
に
し
な

い
こ
と
や
、
空
腹
の
と
き
は
お
菓
子

屋
さ
ん
の
前
を
通
ら
な
い
な
ど
工
夫

し
て
く
だ
さ
い
。

6月4日-10日

、暴力三ない運動、にご協力を

上田市から暴力を追放す

るため、ホ暴力追放三ない運

動かにご協力くださし、 0'

①暴力団を恐れない

②暴力団を利用しない

③暴力団に金を出さない

(上田市暴力追放会議)

犬はつないでおきましょう

郵便局では、外務職員を犬害から守る

毎年 6月を「犬害防止月間」として

を実施しています。

犬が放し飼いのため、危害 を受けるおそ

があるときは、配達を休止した例もありま

ので、愛犬は郵便受箱から離れた所につな

でいただけるようご協力をお願いします。
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子宮(頚)がん検診を受けましょう.ノ

え広報う一ー第 984号

②生活保護、市民税非課税世帯の人

※②に該当する人には、無料受診券を発

行しますので受診前に保健予防課(宮

⑫ 4 1 0 0内線 28 9) へ連絡してく

?三さい。

・受診場所下記病(医)

子宮 (頚)がんは、 早期に発見 して治療すれば

ほ とんどが治 ります。 30歳を過ぎたら、症状がな

くても年 1回 この検診を受けま し ょう。

・対象者 30歳以上の女性

・費用個人負担1， 000円。次のかたは無料。

①70歳以上の人 F完で受言会してください。

注意事項

子宮(頚)がん検診を受け

るとき、次の場合は、細胞

成分がじゅうぶんにとれず

完全な検査ができない場合

がありますので、なるべく

i壁けてくださし、。

①生理中および、生理が終わ

ってから 1週間以内

②治療などで臆洗浄後 2遇

間以内

③検診前日の夫婦生活

(50音順)

医療 機 関 名 電話番号
党付時間

t満 タJ 

午 円リ 午 後

上 田 市産院 22-1573 8: 30-11: 00 水H程日休診

午後は、手術で休診の時も

其立産婦人科 22-8480 9 :00-11: 00 2:30-5:00 
ありますので、電話をして
からおでかけください。
土曜日午後休診

木曜日休診
国立東信病院 22-1890 8: 30-11 :00 土曜日は午前 8時30分から

10時30分まで

竹内産婦人科 22-1321 9:00-正午 1: 00-5: 30 土曜日午後休診

豊田医院 22-1158 8:30-正午 3 : 00~ 5: 30 
木曜日休診

土曜日は午後 5時まで

長岡産婦人科 22-4370 9: 00-11 :40 2: 00-3: 40 木曜日午後休診

午後は往診がありますので
新美産婦人科 35-0012 9:00-正午 3: 00-6: 00 電話をしてからおでかけく

ださし、。

服部産婦人科 24-2830 9:00-12:30 2:00-5:30 土曜日午後休診

三浦産婦人科 22-0350 9:00-12: 15 3: 00-5: 15 水曜日・土曜日午後休診

三好町並婦人科 23-2381 9:00-正午 2: 00-6: 00 土曜日は午後2時から 3時まで

子宮(頚)がん検診医療機関一覧表

日曜・祭日は各医療機関とも実施 しません。※この検診は、

う

っ
と
し
い
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
梅
雨
の
時
期
に
は
、
日
本
付
近

に
東
西
に
延
び
る
前
線
か
停
滞
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
、
こ
の
停
滞

前
線
を
梅
雨
前
線
と
呼
ぴ
ま
す
。

前
線
の
北
側
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

高
気
圧
か
ら
の
冷
た
い

北
寄
り

の
風
が
、
南
側
は
太
平
洋
高
気
‘

圧
か
ら
の
暖
か
い
湿
っ
た
南
寄

り
の
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

.

梅
則
前
線
は
南
か
ら
北
上

し

.

ま
す
が
、
秋
の
秋
雨
前
線
は
反

対
に
北
か
ら
南
下
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ひ
前
線
。
は
気
象
用
語

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
季
節
を
表

す
、
何
々
前
線
と
い
う
の
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
例
え
は
、
桜
前
線
や

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

家
庭
は
、
豊
か
な
人
間
形
成
の
基

盤
を
な
す
も
の
で
す
。
家
庭
が
愛
情

と
信
頼
で
つ
つ
ま
れ
、
思
い
や
り
の

心
が
み
な
ぎ

っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に

育
つ
青
少
年
は
明
る
く
健
全
で
す
。

市
で
は
、

こ
の
家
庭
の
大
切
さ
を

認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
月
第

一一一日
曜
日
を

「家
庭
の
日
」
と
定
め
、

あ
じ
さ
い
前
線
な
ど
。

日
本
は
自
然
の
移
り
変
わ
り

の
は

っ
き
り
し
た
国
で
す
。
と

は
い
う
も
の
の
、
梅
雨
期
は
恐

ろ
し
い
災
害
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
六
月
は
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
」
と
な

っ
て

い
ま
す
。
梅
同
や
台
風
な
ど
に

よ
る
土
石
流
、

地
滑
り
、
が
け

刷
れ
な
ど
の
災
害
か
ら
人
命
や
財
産

を
守
る
た
め
の
認
識
を
涼
め
、
対
策

を
推
進
す
る
月
間
で
す
。
あ
な
た

の

身
の
回
り
を
点
検
し
、
万

一
の
と
き

の
対
策
も
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

く之ココ
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納付し ないでいると満額に比べて大きく減額に

なりますので、必ず納付 しまし ょ う。

・計算例 (昭和17年 4月 2日以降に生ま れた人で

加入可能年数40年の人の場合)

(質問③) 私は、 45歳で厚生年金のある会

社をやめ 、商屈を妻 とはじめました。厚生年金の

期間は25年あり、 60歳になると厚生年金が受けら

れますので、国民年金へ加入する 必要はないと 聞

きましたが。

(答) 111:年 3Hまでは、厚生年金の交給権

のある人は国民年金へのJJII人は任意でしたが、新

制度にな って からは、 JJII人していただくことにな

りま したので至急手続きを済ませてくださし」

なお、手続きをし ていな いと、厚生年金と[gJ民

年金で共通の「本礎年金」 という制度になり 、基

礎年金部分の年金傾は減額されますのでご注意 く

ださし】口

今までの 新制度で (20歳 ~ 59歳)

任意加入から 強制加入になる人

1>地方議会の議員およ び国会議員

1>向上の配偶者

b厚生年金・共済組合の老齢・退職年金を交給

している人の配偶者

1>厚生年金・共済組合の老齢・退職年金の，受給

資格を満たしている人

1>同 kの配偶者

1>厚生年金・共済組合の陪害年金の交給者

b向 上の配偶者

1>厚生年金・共済組合の遺族年金の受給者

・問い合わせ 国保年金課宮⑫4100内線284・285

26年
626，500円× 与 407‘200円
(62{ド価栴 ) 40年

626，500円 407，200円=1219，300円|…減額

夫退職(55歳) (60歳)(65歳)

|第1号被保険者I I 
の/1I-.11{1......-j!:1 "保車内 老 il二

以子f保険料 〕険f.J 齢金
作 品/e¥.本人が]めノ料品キ f. 1~ 交
金き f 礎給
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第 3号被保険者

Tごえ-) 

昨年 4月から発足した新年金制度について、お

問い合わせや届け出の漏れなどが見受けられます

ので、 その主なものを取り上げ、てみました。

(質問①) 私は、 58蔵の主婦です。昨年、

サ ラリーマンの妻(第 3号被保険者)の届けをし

て、保険料 を納めなくても 、国民年金に加入でき

るようになりました。今年の 3月31日で夫は、定

年退職 しました。私の国民年金はどうなるのでし

ょう か。

(答) あなたは、 3月31日までは、国民年

金の第 3号被保険者でしたが、 4月 1Bから第 1

号被保険者になりますので第 1号被保険者に変わ

る手続き をしてくだ さし」 なお、手続きについて

は、退職後のご主人の健康保険の種別 により、手

続 きが異 なりますのでご来庁の前にあらかじめお

問い合わせ ください。

国民年金の届 け出は、下の凶を参考にしてくだ

さし'0

(質問 ②) 私は、昭和36年から国民年金に

加入して26年間保険料を納めました。25年納める

と受給資格が得られるので、もう納めな くてもよ

いと思いますが。

(答) 従来の年金制度てもは、保険料納付・の

年数によ って加算される方式でしたが、新制度で

は、 「フルペンション方式」と 言 って満額の保険

料 を納 めて満額の年金を受けるという 制度です。
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5月17日、全国一斉ウオークラ

リーが上田創造館一帯で行われま

した。この日は、家族連れなど32

チーム、 142人が参加。田園地帯の

中を参加者たちは、体と頭を使っ

て楽しんでいました。

さあ

ウオークラリ

今回も
力作ぞ、ろい

第36回上田市総合美術展が 5月

21日か ら4日間、中央公民館で開催

されました。同展では、日 本画、彫

刻、工芸、写真、生花など8部門、約

410点を展示。訪れた人たちは、身

近な人の作品とあ って、 熱心に見

入っていました。

ふれあうl山大切に

県などの主催による 「福祉の心を

育てる県民集会」が、 5月21日、上田

市民会館で聞かれました。温かい心

が通い合 う福祉社会 を目指して、共

に子を取り 合 うことを誓いました。

マ

匿

名

二
十
五
万
円

祉
基
金
の
積
立
金
に

マ
宮
原
大
輔
様
(
金
剛
寺
)

土
地

(
山
林
)
一
五
八
六
平
方
川

県
指
定

城
跡
史
跡
保
存
の
た
め

マ
上
回
友
の
会
、
山
崎
綿
庖
棟

木

綿

わ

た

社

会
福
祉
施
設
へ

マ
信
州
鋼
機
側
様
十
万
円

報

恩

寮
施
設
整
備
費
に

マ
上
田
信
用
金
庫
様

交
通
安
全
地

図
入
り
ハ
ン
カ
チ

千
四
百
四
十
五

枚

新

入

学
児
童
へ

マ
上
回
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
用
優
勝
旗

一
旗

マ
行
田
芳
子
様
(
新
田
)
十
万
円

上
田
市
育
英
会
基
金
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
様
(
桜
台
)
本
七
冊

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

マ
神
津
恭
介
様
(
東
京
都
三
鷹
市)、

笠
原
正
己
様
(
中
常
国
)

洋
画

(八

十
号
)

一
点

上

田

創
造
館

へ
展
示

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会
上
田
支
部
様

教
科
用
ノ

l
ト
千
八
百
冊

市
内
小

学
校
六
年
生
な
ど
へ

マ
川
辺
町
自
治
会
様

三
百
万
円

社
会
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
と
し
て

マ
上
田
却
商
業
協
同
組
合
様

十
万

円

秋

和

上
堀
線
開
通
記
念
バ

ザ
ー

収
益
金
と
し
て

社
会
福
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正
し
く
使
お
う
/

み
ん
な
の
電
波

現
在
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

や
警
察
無
線
、
消
防
無
線
な
ど
の
大

切
な
無
線
通
信
に
さ
ま
ざ
ま
な
電
波

妨
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
不
法
電
波
に
よ
る
も
の

で
す
。
特
に
、
次
の
不
法
無
線
局
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線

マ
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民
ラ
ジ
オ

マ
不
法
コ

l
ド
レ
ス
電
話
(
不
法
自

動
車
無
線
)

な
お
、
不
法
無
線
局
を
開
設
し
た

り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法

違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
無
線
機
は

必
ず
免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う

0

・
問
い
合
わ
せ
信
越
電
気
通
信
監

理
局
企

0
2
6
2
⑧
5
1
1
5

ψ

、立設
、戸内

中
電
料
理
教
室
を

聞
き
ま
す

マ
定

マ
会

各
コ

l
ス
二
十
四
名

一
回
四
百
円
程
度

員員

いいものを安く.ノ
恒例の資源活用広場。今年も 5月10日、市

役所駐車場で聞かれました。衣料品、日用品、

食料品などの販売コーナーや競り売りコーナ

ー(=写真)などが人気を呼びました。

マ
申
し
込
み
中
部
電
力
上
国
営
業

所
サ
ー
ビ
ス
課
宮
⑫

1
2
4
0

日程表

期間

7/1 -9/16 

7/2 -9/17 

料理教室

中部電力側上田営業所(婦人教室)

重重量
自転車は

駐輔、ノーンヘ

市政ガイド

、サンデーうえだ、

有線テレビで日曜日に

市政に関する情報を皆さんに

提供します。上田ケーブルビ

ジョン(1チャンネル)で日日程

日放映しています。

-場所

人
権
擁
護
委
員

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

か
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
二
十

四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
L

と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
い

っ
そ
う
の
人
権
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

電
子
工
業

巡
回
試
験
パ
ス

の
ご
利
用
を

県
で
は
、
長
野
県
精
密
工
業
試
験

場
(
所
在
地
・
岡
谷
市
)
に
巡
回
試

験
パ
ス
を
配
置
し
て
、
遠
隔
地
の
企

業
へ
出
向
い
て
計
測
器
類
の
校
正
試

験
や
関
連
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
電
機
・
電
子
関
連
事

業
所
は
、
当
試
験
場
電
子
部

(
8
0

2
6
6
⑧
4
0
0
0
)
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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第 984号一ー

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集
…

管
理
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

一

有
線
②
0
7
4
1

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
人
は
管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
団
地
・
:
桜
台
・
梅
が
丘
・
塩
尻

(
以
上
一
種
住
宅
)
と
桜
台
・
梅

が
丘
・
内
堀
・
岡
(
以
上
二
種
住

宅
)

家
賃
・
:
千
円
か
ら
七
千
円
一

入
居
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
先
が
あ
る
人
で
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
人
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者
を
含

む
)
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
単

身
入
居
に
-つ
い
て
は
六
十
歳
(
女

性
は
五
十
歳
)
以
上
な
ど
特
定
の

人。②
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
人
。

③
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
(
第

一
種
住
宅
は
十
六
万
二
千
円
以
下
、

第
二
種
住
宅
は
十
万
円
以
下
)
に

fごえー (11)-一昭和62年6月1日 広報う

該
当
す
る
人

④
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
三
部

屋
以
上
の
住
宅
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
:
・
六
月
十
日
附
か
ら
同
二

十
五
日
嗣

抽
選
日
・
場
所
:
・
七
月
十
六
日
同
・

午
前
十
時
、
市
役
所
本
庁
舎
六
階

大
会
議
室

・・訟
議
欝
欝
蹴
議
欝
蟻
藤
議
織
臨
時
制
時
総
縦
一
際
…
…
務
部

農
作
物
に
対
す
る

害
鳥
駆
除
にご

協
力
を
鰍

上
田
市
農
政
部

ω

上
田
市
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
燃

告
⑫
4
1
0
0
内
線
3
2
3

今
年
度
も
農
作
物
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
銃
砲
に
よ
る
害
鳥
駆
除

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
つ
ど
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
特
に
レ

ー

ス
鳩
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

実
施
予
定
期
間
:
・
六
月
か
ら
十

一
月

ま
で
。
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の

時
間
(
お
お
む
ね
午
前
五
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
)

対
象
作
物
:
・
稲
・
大
豆
・
果
樹
な
ど

実
施
予
定
地
域
・
・
・
上
田
市
全
域

市
営
プ
ー
ル
な
ど
の

監
視
員
募
集

体
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
7

市
で
は
、
市
営
プ
l
ル
と
自
然
運

動
公
園
プ

l
ル
の
監
視
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ

る
三
十
歳
ま
で
の
人

(性
別
は
聞
い

ま
せ
ん
が
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
)

マ
勤
務
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

マ

日

給

男

子

四

千

三
百
円
、
女

子
四
千
二
百
円

マ

人

員

若

干

名

マ
期
間
六
月
中
旬
か
ら
八
月
末

ま
で

マ
申
し
込
み
市
教
育
委
員
会
体
育

課
ヘ
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

弘
泌
総
議
制
税
制
緩
…
…
船
舶
総
抑
制
制
抑
制
緩
和
総
務
次
日
A
J

上
田
市
民
吹
奏
楽
固

定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
鰍

労
青
少
年
ホ
ー
ム

宮
⑫
7
1
1
7

第
十
一
固
定
期
演
奏
会
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
六
月
十
四
日
倒
・
午
後
二

時
よ
り
開
演

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

入
場
料
:
・
一
般
(
高
校
生
以
上
)
五

百
円
、
中
学
生
以
下
四
百
円

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

対
象
者
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳

未
満
の
皆
さ
ん
で
す
。
さ
あ
、
あ
な

た
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

カ。練
習
日
:
・
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
・

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
九
時

会
費
・
:
月
額
千
五
百
円

申
し
込
み
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
i
ム

(
午
後
一
時
か
ら
同
九
時
ま
で
)

特
許
管
理
士
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

十
一
月
二
十
二
日
側
、
上
田
市
で

…
特
許
管
理
士
資
格
試
験
が
実
施
さ
れ

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
予
備
講
座
が
開

…
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き
六
月
か
ら
十
月
の
毎
月
第

一
二
土
曜
日
・
午
後
四
時
か
ら
五
時
三

…
十
分
ま
で
マ
と
こ
ろ
上
田
市
中

日
央
公
民
館
マ
そ
の
他
十
月
十
七

…
日

ω、
十
八
日
間
に
は
事
前
養
成
講

…
座
を
開
催
し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ

…
長
野
県
発
明
研
究
会
本
部
宮
⑫
3
0

に
u
q
d豊

里
長
峰
団
地

の
募
集

マ
一募
集
期
間
六
月
五
日
働
か
ら

…
同
一十
六
日

ω
マ
募
集
区
画

三
十

一
四
区
画
マ
区
画
面
積

二
O
三
・

…
六
二
d
l
二
八
六
・
九
八
ぱ
マ
価

い
格
十
一
万
九
千
九
百
四
十
三
円

1

…
十
三
万
三
千
百
九
十
三
円
(
坪
当
た

…
り
)
マ
抽
選
会
七
月
七
日

ω・
午

一
後

一
時
・
上
田
市
農
村
環
境
改
善
セ

…
ン
タ
l

マ
問
い
合
わ
せ
長
野
県

…
住
宅
供
給
公
社
告
0
2
6
2
⑫
1
2
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6
月
は

犬
害
防
止
月
間

生
活
環
境
課

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
2

六
月
は
、

「犬
害
防
止
月
間
」
で
す
。

こ
の
月
間
は
、
犬
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
放
し
飼
い
の
禁
止
、
野

犬
化
の
防
止
な
ど
飼
い
犬
の
正
し
い

管
理
方
法
を
徹
底
し、

公
衆
衛
生
の

向
上
や
社
会
生
活
の
安
全
を
図
る
の

が
ね
ら
い
で
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
月
間
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

え広報う

四
月
届
け
出
分

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

一ー第 984号

小
林
か
っ
さ
ん

佐
藤
と
め
さ
ん

斎
藤
艶
子
さ
ん

大
塚
勝
雄
さ
ん

野五下木
同

竹加木町

七五六八
二 七 三 二

う
。
こ
の
場
合
も
、
道
路
な
ど
に
飛

び
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

マ
外
に
連
れ
出
す
と
き
は
、
フ

ン
の

後
始
末
は
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

マ
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

犬
の
鳴
き
声
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
を
捨
て
、
野
犬
を
増
や
す
こ
と

の
な
い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

1
)

よ
、っ。

マ
犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
飼
い
主
は

保
健
所
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

マ
飼
い
犬
が
死
ん
だ
り
、
人
に
譲
づ

た
と
き
は
、
市
役
所
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

松

下

厚

さ

ん

岩

門

八

九

小
平
サ
メ

さ

ん

奈

良

尾

八

七

村
田
三
知
男
さ
ん
南
天
神
町
八
二

宮
原
け
さ
よ
さ
ん
丸
堀
町

六
五

中

村

寛

さ

ん

笹

井

七

一

曲

尾

智

明

さ

ん

手

塚

八

O

中
村
う
め
子
さ
ん
み
す
ず
台
南
七

一

土
屋
正

一
さ

ん

新

田

七

四

藤

井

よ

き

バ

さ

ん

神

畑

八

六

松

山

庄

治

さ

ん

上

室

賀

六

一

清

水

貞

さ

ん

倉

升

七

三

宮
川
タ

マ

ノ

さ

ん

院

内

九

二

林

み

よ

江

さ

ん

分

去

六

O

〈
問
い
合
わ
せ
〉

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

(
包
⑫

1
2
6
0
内
線
2
4
0
)
か
市
生
活

環
境
課
へ

農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
5
7
1

任
期
満
了
に
伴
い
ま
す
上
田
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ

告

示

七

月
五
日
制

マ

投

票

七

月
十
二
日
制

手
塚
謙
介
さ
ん

末
広
町

宮

下

正

さ

ん

川

辺

町

成
津
た
ま
士
山
さ
ん
伊
勢
山

金

井

す

バ

さ

ん

大

久

保

佐

藤

健

六

さ

ん

横

町

金
津
袈
裟
四
三
さ
ん
材
木
町

北
津

晴

明

さ

ん

染

屋

塩
沢

享
さ

ん

上

室

賀

吉
津
三
郎

さ

ん

下

塩

尻

矢
島
と
志

え

さ

ん

大

屋

横

関

け

き

志

さ

ん

御

所

横

林

志

げ

よ

さ

ん

須

川

近
藤
信
重
さ

ん

中

村

ア
メ
リ
カ
青
年

受
け
入
れ
家
庭

を
募
集

青
少
年
課

企
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」

の
招
待
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

の
青
年

十
六
名
が
上
田
市
を
訪
れ
ま
す
。
こ

の
ア
メ
リ
カ
青
年
の
民
泊
家
庭
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
世
帯
数
十
四
世
帯
(
先

着
順
に
締
め
切
り
ま
す
)
マ
訪
問
期

間

七

月
十
日
働
か
ら
同
十
三
日
側

ま
で
マ
申
し
込
み

青
少
年
課
へ

六七八五七九六 五七八七六八
九 八八七 二二一 八 二 四八五八

長
崎
七
四
郎
さ
ん

西

津

健

さ

ん

小
山
己
代
治
さ
ん

吾
妻
達
夫
さ
ん

高
桑
か
は
る
さ
ん

土

屋

敏

さ

ん

小
方
シ
ゲ
ル
さ
ん

林

吉
次
郎
さ
ん

市
川
惹
雄
さ
ん

宮
崎
茂
子
さ
ん

宮
原
宮
次
郎
さ
ん

柳
津
静
子
さ
ん

小
山

律
さ
ん

中
常
国

じ
川

T
J

立
木

阿

下
之
郷

怯

気

丁

J

主
酌

r

田
刊

本

町

諏
訪
形

材
木
町

五

加

下
之
条

諏
訪
形

石

神

生

塚

林
木
町

四八八六八六八五八
七六四 三三 六六 ~O

六六 八 七
九 二 九 O

簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
口
凹
を
募
集

マ
テ
l
マ

簡

易
保
険

・
郵
便
年

金
資
金
で
作
ら
れ
た
施
設
な
ど
を
題

材
と
し
た
明
る
い
作
品
マ
部
門

①

一
般
の
部
②
小
学
生
・
中
学
生
の

部

マ

募

集

期

限

七

月
三
十

一
日

働

マ
応
募
先
お
近
く
の
郵
便
局

へ

マ
問
い
合
わ
せ

上
回
郵
便
局

企
⑫
0
0
7
7

中

沢

官

さ

ん

秋

和

坂
下
三
郎
さ
ん

倉

升

山
浦
己
完
子
さ
ん

木

町

南
保
泰
三
さ

ん

院

内

金
沢

Y
ん
さ
ん
上
紺
屋
町

深

草

か

つ

子

さ

ん

大

湯

上

野

盛

雄

さ

ん

緑

が

丘

松

津

し

も

さ

ん

大

屋

小
林
弥
輿
美
さ
ん

蛇

沢

近
藤

寛
さ
ん

、
上
室
賀

富
津
あ
い

子
さ

ん

西

前

山

山
辺

盈
さ
ん

踏

入

六 八 九九七八 五九七六八八
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6月は環境保護月間

環境保護月間特集(1)

国連人間環境会議は、人類とその子孫のため、

人間環境の保全と改善を世界共通の努力目標とす

る「人間環境宣言」を1972年 6月に採択しました。

これを記念して、世界各国では 6月5日を「世界

環境デ一」とし、諸行事を行っています。

長野県は、 6月を「環境保護月間」として全県

的な運動を展開していますが、上田市も 6月中は

環境保護とその思想の普及を推進するため、さま

ざまな行事を実施します。

家
庭
雑
排
水
か
ら

河
川
を
守
ろ
う

一 広報うえだ

か
つ
て
、
日
常
生
活
の
中
で
依
存

度
が
高
か
っ
た
河
川
は
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
水
道
が

普
及
し
、
生
活
水
準
が
向
上
す
る
に

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
大
切
な
河

川
を
安
易
な
排
水
先
と
し
て
汚
す
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
生
活
環
境
の
悪
化
、
植
物
や

魚
な
ど
へ
の
影
響
が
で
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

河
川
の
水
質
汚
濁
の
原
因
は
、
か

つ
て
は
工
場
か
ら
出
る
排
水
が
大
き

な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
防
止
対
策
が
進
ん
だ
今
日
で
は
、

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
水
さ
れ
る
家

庭
雑
排
水
が
主
な
汚
染
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い

水
を
守
る
た
め
、

家
庭
雑
排
水
対
策

と
し
て
、
公
共
下
水
道
処
理
区
域
を

除
い
た
地
域
で
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄

化
槽

(
三
槽
式

・
二
百

μ
以
上
)
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
浄
化
槽
の
設
置
は
、
昭
和
五

十
年
五
月
以
降
の
新
改
築
家
屋
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前

に
建
築
さ
れ
た
家
屋
へ
も
設
置
を
進

浄
化
槽
の
設
置
を

め
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
家
屋
に
新
た

に
浄
化
槽
を
個
人
で
設
置
し
た
場
合

に
は
、

一
万
五
千
円
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
ぐ
る
み
で
補
助
対

象
家
屋
に
集
団
で
浄
化
槽
を
設
置
し

た
場
合
に
は
、

二
千
円
多
い

一
万
七

千
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
汚
泥
収
集
を

浄
化
槽
の
設
置
促
進
と
と
も
に
、

そ
こ
に
た
ま
る
汚
泥
を
処
理
す
る
施

設
と
し
て
昭
和
六
十
年
に
家
庭
排
水

浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
汚
泥
収

集
を
開
始
し
ま
し
た
。

浄
化
槽
は
三
か
月
に

一
度
ぐ
ら
い

定
期
的
に
清
掃
し
な
け
れ
ば
浄
化
能

力
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
収
集
は
、
自
治
会
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
六
つ
の
許
可
業
者
に
よ

っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
収
集
を

し
て
い
な
い
方
は
生
活
環
境
課
ま
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
魚
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
か
う
清
ら
か
な
川
の
流
れ
を

呼
び
戻
す
た
め
、
河
川
汚
濁
の
被
害

者
で
あ
る
と
同
時
に
加
害
者
で
あ
る

と
の
認
識
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
お

互
い
に
協
力
し
合

っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



環境保護月間特集(2)一

主
要
河
川
の
水
質
調
査

上
田
市
内
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
河
川
は
、
飲
料
用
の
水
源
と
し
て
、

ま
た
農
業
用
水
と
し
て
用
い
ら
れ
る

な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す。

広報うえだー第 984号一昭和62年 6月1EI 

魚が泳ぐきれいな川に
下の写真は、 子 どもたちカ{iu!)11に鯉を放流している

ところです。河川浄化対策の一環として、この他に自

治会などによ って、毎年iIlJ川清掃が行われています。

調
査
は
7
河
川
の

ロ
地
点
で

市
で
は
、
大
切
な
河
川
の
水
質
を

監
視
す
る
た
め
、
市
内
を
流
れ
る
主

要
七
河
川
の
十
二
地
点
で
、
毎
月

一

回
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
下

の
グ
ラ
フ
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
中

か
ら
、
水
質
の
汚
濁
状
態
を
よ
く
表

わ
す

B
O
D
(
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
)
の
年
平
均
値
の

一
部
と
環
境

基
準
値
(
水
質
に
対
す
る
行
政
目
標

環境保護月間行事予定表
5月31日 環境美化運動市民一斉行動日

6月 3日 市内iIlJ川水質検査

6月 4日 iilJ川ノfトロール

6月中旬 市内農業用水水質検査

(一。干市打内j打川iI川lリj川清t樹掃封封. 

。一 日清掃日

。家庭排水浄化対策

問 中月

値
)
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

良
好
な
水
質
の

神
川
と
浦
野
川

神
川
(
川
久
保
橋
下
)
浄
水
取
水

口
付
近
で
は
、

二
疋
の
良
好
な
水
質

が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
矢
出
沢
川
・
産
川
で

は
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
ず
、
特
に

住
宅
化
が
進
む
矢
出
沢
川
(
住
吉
橋
)

で
は
大
幅
に
上
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

浦
野
川
で
は
、
以
前
か
ら
良
好
な
水

質
が
保
た
れ
、
ま
た
蛭
沢
川
で
は
、

五
年
前
か
ら
環
境
基
準
を
達
成
す
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
良
好

な
水
質
を
維
持
し
て
い
た
室
賀
川
は、

五
十
九
年
以
降
環
境
基
準
を
上
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

河
川
の
汚
染
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
雑
排
水
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
矢
出
沢
川
の

B
O
D
値
は
五
十

七
年
以
降
、
上
流
(
住
吉
橋
)
が
下
流

(
諏
訪
部
)
よ
り
高
く
、
宅
地
化
が
進

む
神
科
地
域
の
生
活
排
水
の
影
響
を

う
か
が
わ
せ
ま
す
。
ま
た
農
業
排
水

な
ど
も
、
河
川
や
湖
沼
の
汚
染
要
因

と
し
て
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
切
な
河
川
の
清
流
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
い

っ
そ
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(BOD年平均値の推移)

一-一一環境基準値

市内河川の水質

C
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水
生
生
物
で

環境保護月間特集(3)一広報う えだ

パ川
の
観
察
を

弘
山
特
日
ulw

少
し
よ
ご
れ
た
水

水生生物による水質調査法の指標生物

~宅ミヤム

h l 込伝~~1~
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アシマダラフユ
サワガ二

大
変
き
た
な
い
水

き
た
な
い
水

イトミミス要買

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
、
河
川
の
状

態
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
な

川
も
、
目
に
は
は
っ
き
り
と
見
え
な

く
て
も
、
汚
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
の
汚
れ
を
調
べ
る

に
は
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま

す
が
、
や
さ
し
い
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
水
生
生
物
(
水
の
中
に
住
む
生

物
)
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

水
質
を
知
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

セスジユスリカ

指
標
生
物
で

水
の
汚
れ
が
わ
か
る

サカマキガイ

川
に
住
む
生
物
に
は
、
き
れ
い
な

水
に
し
か
住
め
な
い
も
の
や
、
汚
れ

た
水
を
好
む
も
の
な
ど
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
一
物
の
う
ち
代
表
的
な
も

の
(
こ
れ
ら
を
「
指
標
生
物
」
と
い

い
ま
す
)
を
、
水
の
汚
れ
に
よ
っ
て

分
類
す
る
と
、
上
図
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
川
の
生
物
を
調
べ
て
、
こ
の

分
類
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川

の
汚
れ
が
わ
か
り
ま
す
。
休
日
な
ど

を
利
用
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
川
の
観

察
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

各
家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
、
川
は
汚

れ
て
い
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
川

を
大
切
に
す
る
心
を
も
ち
、
よ
り
よ

い
生
活
環
境
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し

よいフ。

ミズムシシマイシビル

みんなの協力で

勺若の景観。を美しく

快
適
な
生
活
環
境
を
整
え
よ
う
と

す
る
中
で
、
街
の
景
観
の
重
要
性
が

ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
景
観
と
一
口
に
言
い
ま
す
が
、

こ
の
景
観
は
、
山
や
川
な
ど
の
「
自

然
」
と
建
物
や
道
路
な
ど
の
「
人
工

物
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
景
観
を
壊
す
要
因
と

し
て
、
周
辺
の
環
境
と
調
和
し
な
い

建
築
物
、
林
立
す
る
電
柱
類
や
奇
抜

な
広
告
物
な
ど
の
工
作
物
、
悪
臭
が

漂
う
ど
ぷ
川
や
空
地
の
雑
草
、
投
げ

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

日
に
つ
き
ま
す

散
乱
空
き
缶

散
乱
空
き
缶
は
、
全
体
的
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
散

乱
し
て
い
る
空
き
缶
が
目
に
つ
き
ま

す
。
拾
っ
て
も
、
ま
た
捨
て
る
と
い

う
「
い
た
ち
ご
っ
こ
」
が
続
い
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
題
の
解
決

に
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。

空
き
缶
の
投
げ
捨
て
を
す
る
人
も
、

自
分
の
家
に
は
投
げ
捨
て
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
道
路

も
自
分
の
も
の
の
一
部
と
い
う
考
え

方
に
た
っ
て
、
空
き
缶

g

のJ

投
げ
捨
て

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

迷
惑
で
す空

き
地
の
雑
草

空
き
地
は
、
市
内
各
地
に
点
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
空
き
地
を
適
切
に
管
理

し
な
い
と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
ネ
ズ

ミ
・
ヘ
ピ
な
ど
の
巣
と
な
っ
た
り
、

蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
所

は
、
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
要
因
に

な
り
や
す
く
、
景
観
上
も
問
題
で
す
。

空
き
地
の
所
有
者
(
管
理
者
)
は
、

定
期
的
に
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
の

整
備
を
し
て
、
周
囲
の
人
家
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。



環境保護月間特集(4)ー

な
く
そ
う
近
隣
公
害

引
年
度
の
苦
情
は
印
件

昭
和
六
十

一
年
度
に
生
活
環
境
課

で
受
け
付
け
た
公
害
に
関
す
る
苦
情

件
数
は
百
三
十
二
件
で
、
昨
年
に
比

べ
十
四
件
増
加
し
ま
し
た
。

苦
情
件
数
の
過
去
の
変
化
を
み
る

と
、
昭
和
五
十
三
年
度
を
ピ

l
ク
に

広報う えだ
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95 
118 
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①
苦
情
件
数
の
年
度
別
推
移

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
(
グ

ラ
フ
①
)
。

最
も
多
い
の
は

騒
音
の
必
%

六
十
一
年
度
の
苦
情
を
種
類
別
に

分
類
す
る
と

(グ
ラ
フ
②
)
、
騒
音
が

最
も
多
く
、
全
体
の
四
二
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、

悪
臭
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
パ
ー
セ

ン
ト

と
な

っ
て
い
ま
す
。

発
生
源
の
主
な
も
の
は
、
生
産
工

場
が
全
体
の
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農

②
苦
情
の
種
類
別
分
類

業
関
係
が

一
五
パ

ー
セ

ン
ト
、
商
庖

・
飲
食
庖
が

一
四
パ
ー
セ

ン
ト、

一

般
家
庭
が

二
一
パ

ー
セ

ン
ト
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
の

心
く
ば
り
が
大
切

近
年
の
公
害
苦
情
の
内
容
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
感
覚
的
・
心
理
的
な

被
害
を
訴
え
る
も
の
で
、
健
康
や
財

産
に
被
害
を
受
け
る
も
の
は
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た

(グ
ラ
フ
③
)口
ま

た
、
以
前
多
か

っ
た
生
産
工
場
を
発

生
源
と
す
る
苦
情
は
減
少
し
、
家
庭

生
活
な
ど
に
起
因
す
る
近
隣
問
題
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

も
の
の
中
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心

く
ば
り
や
日
ご
ろ
の
会
話
の
中
で
解

決
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す。

動 植 物
3%(4件)

一 財産
(3) 4% (5件)

被
害
の
種
類
別
分
類

快
適
な
環
境
の
中
で
生
活
す
る
こ

と
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ま
ず
お
互
い
が
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
'
い
な
い
か
気
を
く
ば
る

こ
と
が
第
一

で
す
。
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
、
身
の
回
り
を
確
認
し
て
み

宇
ナ
し
ょ
p

フ
。

『
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活
環
境
の
創
造
に
関
す
る
も
の
一

…

環

境

保

護

の

ω空
き

缶

等

の

部

…

…

標

語

な

ど

を

募

集

空

き

缶

等

の

散

乱

防

止

と

再

資

源

…

化

に

関

す

る

も

の

一

一
環
境
保
護
月
間
に
あ
た
り
、
自
然

〈応
募
締
切
期
日
〉

叩

…
環
境
お
よ
び
生
活
護
持
す
る
認
識

8
月

白

旦

月

)

ま

で

…

叩
を
深
め
、
環
境
保
護
意
識
の
高
揚
を

〈応
募
先
〉

…
図
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
お
よ
び
O
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
、
「一丁郷

土
一

…
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

田
市
材
木
町

一
ー
ム
丁
六
上
小
…

一

〈応
募
資
格
〉

地
方
事
務
所
内
長
野
県
環
境
浄
一

…

川

一
般

の

部

化

推

進

協

会

上

小

支

部

」

へ

…

一

oポ
ス
タ
ー
、
作
文
H
H
小
・
中
学
生
O
標
語
は
、
「
〒
湖

長
野
市
大
字
南
一

…

O
標
語
H
小
・
中
学
生
、
高
校
生
お
よ
長
野
字
幅
下
六
九
二
の
二
長
野
一

一

び

一

般

県

民

県

庁

生

活

環

境

部

環

境

自

然

保

一

…

ω空
き

缶

等

の

部

護

課

内

長

野

県

環

境

浄

化

推

進

一

川

O
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
H
H
小
・
中
学
生
、
協
会
」
へ

山

高

校

生

，
〈
そ
の
他
〉

…

〈応
募
作
品
の
内
容
〉

詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、
一

一

山

一

般

の

部

上

小

地

方

事

務

所

総

務

課

へ

お

問

い

一

…

公

害

の

防

止

、

廃

棄

物

の

適

正

な

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

一
処
理
処
分
、
自
然
保
護
、
快
適
な
生
(
宮
⑧
1
2
6
0
内
線
2
6
8
)

…
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F
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z
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